
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

○

漁

船

保

険

付

保

義

務

の

同

意

を

求

め

る

た

め

の

水

産

課

届

出

及

び

指

定

漁

船

調

書

の

縦

覧

担

当

課

（

室

）

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

目

次

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

【

】

【

告

示

】

公

告

○

救

急

病

院

の

認

定

医

療

推

進

課

○

第

五

十

期

岡

山

県

労

働

委

員

会

委

員

候

補

者

の

労

働

雇

用

政

策

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

健

康

推

進

課

推

薦

手

続

の

更

新

○

公

共

測

量

の

測

量

期

間

の

変

更

監

理

課

○

〃

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

完

了

〃

に

係

る

事

項

の

変

更

○

〃

○

精

神

通

院

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

関

の

指

定

〃

の

辞

退

○

指

定

障

害

児

通

所

支

援

事

業

者

の

指

定

指

導

監

査

課

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

の

指

定

〃

○

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

等

の

指

定

〃

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

〃

出

○

身

体

障

害

者

手

帳

交

付

の

た

め

の

診

断

を

す

る

障

害

福

祉

課

医

師

の

指

定

及

び

辞

退

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

○

育

成

医

療

及

び

更

生

医

療

を

担

当

す

る

医

療

機

〃

関

の

指

定

の

更

新

○

保

安

林

の

指

定

予

定

治

山

課

○

保

安

林

の

指

定

施

業

要

件

の

変

更

予

定

〃

岡

山

県

公

報

令和６年８月２日 第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
二
号 

救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第
八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救

急
病
院
を
次
の
と
お
り
認
定
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

病
院
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

岡
山
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク 

２ 

所
在
地 

岡
山
市
中
区
竹
田
五
四
―
一 

二 

認
定
年
月
日 

令
和
六
年
八
月
一
日 

三 

認
定
の
有
効
期
限 

令
和
九
年
七
月
三
十
一
日 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
三
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

ザ
グ
ザ
グ
薬
局 
町
苅
田
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

赤
磐
市
町
苅
田
九
四
〇
―
一 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
八
月
一
日 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
四
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

更
新
年
月
日 

そ
う
ご
う
薬
局
中
庄
店 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

倉
敷
市
中
庄
字
岩
才
三
五
三
八
―
一 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
八
月
一
日 

す
ぎ
は
ら
薬
局 

高
屋
店 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
原
市
高
屋
町
四
―
二
四
―
九 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
八
月
一
日 

     

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
五
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 

 
 

 

指
定
に
係
る
事
項
を
変
更
し
た
医
療
機
関 

名 
 

 
称 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

変
更
事
項 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

変
更
前 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

変
更
後 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

変
更
年
月
日 

日
本
原
病
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

社
会
医
療
法
人
清
風
会
日
本
原
病
院 

日
本
原
病
院 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
一
日 

湯
郷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 

 
 
 

社
会
医
療
法
人
清
風
会
湯
郷 

 
 

 

湯
郷
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

  

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
六
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
精
神
通
院
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関

に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

指
定
を
辞
退
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 

 
 

 
 
 

 
 

辞
退
年
月
日 

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
グ
ッ
ド 

 
 

 
 

 
 

 

笠
岡
市
小
平
井
二
〇
三
九
―
二 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

令
和
六
年
四
月
三
十
日 

角
田
医
院 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

津
山
市
田
町
八
五 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

令
和
六
年
七
月
三
十
一
日 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
七
号 

 

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十
一
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

つ
ぼ
み 
北
房 

  

２  

所
在
地 

真
庭
市
上
水
田
三
一
六
六
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
真
庭
い
き
い
き
会 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

真
庭
市
宮
地
一
六
二
一
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
八
月
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
五
一
四
〇
〇
〇
七
六 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

児
童
発
達
支
援
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号 

 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
Ｓ
ｏ
ｄ
ａ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
総
社
市
総
社
三
丁
目
一
―
一
四 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

合
同
会
社
２
８ 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
総
社
市
総
社
三
丁
目
一
―
一
四 

三 

指
定
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
八
月
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
七
〇
八
〇
一
四
六
〇 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

通
所
介
護 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
六
十
九
号 

 

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
及
び
第
五
十
三
条
第
一

項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
を
指
定
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

１ 

名
称 

わ
か
く
さ
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
備
前
市
西
片
上
一
一
二
二 

二 

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

１ 

名
称 

医
療
法
人
草
加
草
仁
会 

２ 

所
在
地 

岡
山
県
備
前
市
西
片
上
一
一
二
二
番
地 

三 

指
定
年
月
日 

令
和
六
年
八
月
一
日 

四 

介
護
保
険
事
業
所
番
号 

三
三
六
一
一
九
〇
〇
一
四 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

介
護
予
防
訪
問
看
護 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ
笠
岡 

  

２  

所
在
地 

笠
岡
市
十
一
番
町
一
一
番
地
四
六 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

株
式
会
社
リ
ン
ク
ス
ラ
イ
ヴ 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

倉
敷
市
茶
屋
町
二
一
〇
四
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
七
月
三
十
一
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
五
〇
〇
四
〇
四 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
） 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
一
号 

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
の
た
め
の
診
断
を
す
る
医
師
を
令
和
六
年
七
月
十
六
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。
ま
た
、 

同
項
の
指
定
を
受
け
た
次
の
医
師
に
つ
い
て
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
七
十
八
号
）
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
辞
退
す
る
旨
の
届
出
を
受
理
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

一 

指
定
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 
 

 
 
 

診 

療 

科 

目 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

所 

在 

地 

薬
師
寺 

泰 
匡 

 
 
 

 

呼
吸
器 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

医
療
法
人
薬
師
寺
慈
恵
会 

薬
師
寺
慈
恵
病
院 

総
社
市
総
社
一
―
一
七
―
二
五 

伊 

藤 

礼 
 
 

 
 

 
 

肢
体
不
自
由
、
心
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ
う
こ
う
・
直
腸
、 

 
 

 
 

い
と
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

 
 

 

新
見
市
正
田
二
七
―
四 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

小
腸
、
肝
臓 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

二 

指
定
を
辞
退
し
た
医
師 

 
 

指
定
医
師
名 

 
 
 

 
 
 

診 
療 

科 

目 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

医
療
機
関
の
名
称 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 

 

谷 

田 

恒 
 

 
 
 

 
 

肢
体
不
自
由 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

谷
田
医
院 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
庭
市
蒜
山
中
福
田
二
九
九 

 

村 

主 

崇 

能 
 
 

 
 

ぼ
う
こ
う
・
直
腸 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

地
方
独
立
行
政
法
人
玉
野
医
療
セ
ン
タ
ー 

玉 

玉
野
市
玉
三
―
二
―
一 

野
三
井
病
院 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
二
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る
医
療
機
関
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 
令
和
六
年
八
月
二
日 

 

指
定
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

指
定
年
月
日 

ハ
ロ
ー
薬
局
赤
磐
店 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

赤
磐
市
穂
崎
八
五
二
―
一 

 
 

 
 
 

 
 

 

調
剤 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

令
和
六
年
八
月
一
日 

つ
ば
め
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

勝
田
郡
勝
央
町
小
矢
田
六
一
五
―
一 

 
 

 
 

調
剤 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

令
和
六
年
八
月
一
日 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
三
号 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
次
の
育
成
医
療
及
び
更
生
医
療
を
担
当
す
る

医
療
機
関
に
つ
い
て
、
同
法
第
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
指
定
を
更
新
し
た
。 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡 

山 

県 

知 

事 
 

 

伊 

原 

木 
 

 

隆 
 

 

太 
 
 

 

 

指
定
を
更
新
し
た
医
療
機
関 

 
 

名 
 

 
称 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

担
当
す
る
医
療
の
種
類 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

更
新
年
月
日 

井
上
薬
局
宇
野
店 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

玉
野
市
宇
野
一
―
四
二
―
二
五 

 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

令
和
六
年
八
月
一
日 

日
本
調
剤
井
笠
薬
局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笠
岡
市
笠
岡
五
六
一
八
―
一
七 

 
 

 
 
 

 

調
剤 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

令
和
六
年
八
月
一
日 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
八
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

赤
磐
市
由
津
里
字
塚
坂
一
四
七
八
の
一
、
一
四
七
九
の
一
、
一
四
八
一
の
一

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

（１）

字
塚
坂
一
四
七
八
の
一
・
一
四
八
一
の
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る

）
。そ

の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

（２）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（３）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
赤

「

磐
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る

予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
八
月
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

苫
田
郡
鏡
野
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る

）
。

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵
養

か
ん

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

（１）

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

（２）
市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（３）
２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
岡
山
県
庁
及
び
鏡

「
野
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る

）
。

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
六
号 

 

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意

を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を
次
の
と
お
り
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名 

岡
山
市
東
区
九
蟠
五
八
五
―
二 

 
 

 
 

小
橋 

一
人 

岡
山
市
東
区
升
田
一
五
三
―
一
五 

 
 

 

羽
納 

泰
弘 

二 

加
入
区 

 
 

九
蟠 

三 

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条
第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同
組
合
の
名
称 

 
 

九
蟠
漁
業
協
同
組
合 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日
か
ら
同
月
十
六
日
ま
で 

五 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
農
林
水
産
部
水
産
課 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
七
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 
県
道 

 

二 

路 

線 

名 

大
垪
和
西
小
山
旭
線 

三 

道
路
の
区
域 

  

  

久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
三
六
番
一
地

先
か
ら 

久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
〇
五
番
二
地

先
ま
で 

久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
三
六
番
一
地

先
か
ら 

久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
〇
五
番
二
地

先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

域 

旧 新 
新
旧

別 

三
・
八
～ 九

・
二 

三
・
八
～ 

一
二
・
三 

幅 
 

 

員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
〇
二
・
五 

二
〇
二
・
五 

延 
 

 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



◎
岡
山
県
告
示
第
三
百
七
十
八
号 

 
 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。 

 
 

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。 

 
 
 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 
 

 

   

県
道 

一

般

国

道 道

路

の

種

類 

大
垪
和
西
小

山
旭
線 

四
二
九
号 

路

線

名 

久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
三
六
番
一
地
先
か

ら 久
米
郡
美
咲
町
中
垪
和
字
横
内
四
〇
五
番
二
地
先
ま

で 久
米
郡
美
咲
町
里
字
河
原
四
三
番
一
地
先
か
ら 

久
米
郡
美
咲
町
里
字
河
原
田
四
九
番
一
地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

間 

令
和
六
年
八 

月
二
日 

供
用
開
始

年

月

日 

令和６年８月２日　岡山県公報　第１２６２２号



〔
三
九
二
〕
第
四
十
九
期
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
委
員
の
任
期
が
令
和
六
年
十
一
月
二
十
七
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
た
め
、
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三
十
一
号
）
第
二
十
一
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
五
十
期
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
委
員
の
う
ち
、
労
働
者
委
員
及
び
使
用
者
委

員
の
候
補
者
（
以
下
「
候
補
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
推
薦
を
求
め
る
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

候
補
者
の
推
薦
資
格
を
有
す
る
も
の 

 

１ 

労
働
者
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
の
場
合 

 
 

 

岡
山
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
を
有
す
る
労
働
組
合
（
地
方
公
営
企
業
等
の
労
働
関
係
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
含
む
。
）
の
う
ち
、

労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適

合
す
る
旨
の
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
証
明
を
受
け
た
も
の 

 

２ 

使
用
者
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
の
場
合 

 
 

 

岡
山
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織
を
有
す
る
使
用
者
団
体 

二 

候
補
者
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者 

 
 

労
働
組
合
法
第
十
九
条
の
十
二
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
九
条
の
四
第
一
項
の
欠
格

条
項
に
該
当
し
な
い
者 

三 

委
員
の
定
数
及
び
任
期 

 

１ 

委
員
の
定
数 

労
働
者
委
員
及
び
使
用
者
委
員
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
き
五
名
。
た
だ
し
、
推
薦
す

る
候
補
者
の
数
は
、
制
限
し
な
い
。 

 

２ 

任
期 

任
命
の
日
か
ら
二
年 

四 

提
出
書
類 

 

１ 

労
働
者
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
の
場
合 

(1) 

推
薦
書
（
様
式
一
） 

(2) 

候
補
者
の
履
歴
書 

(3) 

労
働
組
合
法
施
行
令
第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
岡
山
県
労
働
委
員
会
の
証
明
書 

２ 

使
用
者
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
の
場
合 

(1) 

推
薦
書
（
様
式
二
） 

(2) 

候
補
者
の
履
歴
書 

五 

書
類
の
提
出
期
限 

 
 

令
和
六
年
十
月
十
一
日
（
金
）
。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、
同
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
、

受
け
付
け
る
。 

六 

書
類
の
提
出
先 

 
 

岡
山
県
産
業
労
働
部
労
働
雇
用
政
策
課
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
） 
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 様式１ 

 

 

令和  年  月  日   

                                                               

岡山県知事 伊 原 木 隆 太 殿 

 

 

                               所 在 地         

 

                              労 働 組 合 の 名 称         

 

                          代 表 者 の 氏 名                       印 

 

 

 

労働組合法（昭和24年法律第174号）第19条の12第３項及び労働組合法施行令（昭和24

年政令第231号）第21条第１項の規定により、岡山県労働委員会労働者委員候補者として

次の者を推薦します。 

 

記 

 

ふ り が な       

氏 名       

生 年 月 日      

（ 年 齢 ）      

所属労働組合名及び所属職場名                

並 び に こ れ ら に お け る 地 位                
略 歴 備 考 
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 様式２ 

 

 

令和  年  月  日   

                                                               

岡山県知事 伊 原 木 隆 太 殿 

 

 

                               所 在 地         

 

                              使用者団体の名称 

 

                          代 表 者 の 氏 名                       印 

 

 

 

労働組合法（昭和24年法律第174号）第19条の12第３項及び労働組合法施行令（昭和24

年政令第231号）第21条第１項の規定により、岡山県労働委員会使用者委員候補者として

次の者を推薦します。 

 

記 

 

ふ り が な       

氏 名       

生 年 月 日      

（ 年 齢 ）      
所         属 略 歴 備 考 
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〔
三
九
三
〕
倉
敷
市
長
か
ら
令
和
六
年
二
月
九
日
付
け
公
布
岡
山
県
公
告
（
公
共
測
量
の
実
施
）
及
び

令
和
六
年
三
月
二
十
六
日
付
け
公
布
岡
山
県
公
告
（
公
共
測
量
の
測
量
期
間
の
変
更
）
に
お
い
て
公
示

し
た
公
共
測
量
の
測
量
期
間
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

変
更
前 

 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で 

変
更
後 

 

令
和
六
年
一
月
三
十
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 
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〔
三
九
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
字
尾
越
四
七
九
九
番
二 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

都
窪
郡
早
島
町
早
島
四
八
一
六
番
地 

 

増
田
真
佐
美 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
六
月
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
〇
七
号 
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〔
三
九
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。 

 
 

令
和
六
年
八
月
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称 

 
 

総
社
市
真
壁
字
西
堤
外
一
四
〇
〇
番
一 

二 

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名 

総
社
市
中
原
七
四
七
番
地 

 

佐
野 

文
良 

三 

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号 

 
 

令
和
六
年
六
月
十
一
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
一
一
九
号 
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